
 

★ 門前 所沢市 案内板より

多聞院・毘沙門堂  

多聞院は、真言宗豊山派の寺で、本尊は大日如来

である。  

川越城主柳沢吉保は、元禄７年（１６９４）武蔵

野の開拓を計画し、家老職の曽根権太夫にその実施

を命じた。 権太夫は、地蔵林（上富の富の地蔵付近）

を中心に地割開拓に着手し、元禄９年この画期的な

大事業も無事完了、 上富（現三芳町）、中富、下富

（現所沢市）の三村が生まれた。 このとき、村民の

ために祈願所として多聞院を創建したのが始まりで

あり、 開山は江戸四ッ谷真言宗愛染院第四世榮任和

尚である。  

また、境内にある毘沙門堂は、元禄９年の創建だ

が、現在の堂は明和３年（１７６６）に再建された

もので、 本尊は高さ約４センチメートルの金の毘沙

門天で、武田信玄の守り本尊であったといわれてい

る。  

言い伝えによると、信玄はこの毘沙門天を兜の中

に納めて戦場に出た。 その御加護によって、川中島

の合戦の時には上杉謙信の刀から危うくのがれるな

ど、大変御利益があったといわれる。  

その後、信玄は没し、天正１０年（１５８２）天

目山の戦で武田勝頼が自害して武田氏は亡び、 毘沙

門天は人の手に渡ったが、やがて吉保の手に移った

ので、武運長久を祈るため、この毘沙門堂を建立し、

安置したといわれる。  
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ユキモチソウ 

（雪餅草） 

真ん中の白くふくれ

た部分が雪のように

白く、お餅がふくらん

だみたいなので、この

名になった。 

イカリソウ 

（碇草） 

マムシグサ 

紫褐色のまだらな模様がある。 

この模様がマムシに似ている

と考えられたところからこの

名がつけられた。 

クマガイソウ 

（熊谷草） 
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